
京
都
正
教
女
学
校

の
設
立

正
教
時
報

（昭
和
三
十
五
年
十
月
十
日
第
八
五
一
号
発
行
）

往
時
断
片

（
シ
メ
オ
ン
三
井
道
郎
遺
稿
）
よ
り

社
厳
美
麗
な
聖
堂
が
折
角
出
来
た
と
し
て
も
、
定
ま
ら
た
詠
隊

が
な
く
て
は
正
教
奉
神
礼
の
美
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
し
、

ま
た
、
関
西
地
方
正
教
信
徒
の
女
子
を
正
教
の
教‐
旨
で
涵
養
す
る

必
要
も
感
じ
ら‐
れ
た
の
で
、
東
京
女
子
神
学
校
教
師
中
よ
り
高
橋

（安
彦
Ｙ
五
子
姉
を
選
抜
し
て
主
任
教
師
と
し
、
こ
れ
に
入
木
理

子
姉

（後
の
高
久
神
．父
夫
人
）
を
助
教
師
と
し
て
随
行
さ
せ
明
治

三
十
四
年
十
二
丹
下
旬
京
都
に
赴，
任
を
し
め
た
。
■
一　
・
一

そ
の
翌
年
二
十
五
一年

一
月
よ
り
‐京
都
・正
教
女
学
・校
を
開
校
し
た
。

募
集
に
応
じ
入
学
し
た
女
生
徒
は
約
二
十
名
で
あ
っ
た
。
同
女
学

校
は
年
と
共
に
益
●
発
展
レ
■
関
西
に
な
け‐
る
■
．教‐
唯

一
の
女
学

校
と
し
て
大
い
に
望
を
嘱
せ
ら
．れ
る
に
至

，
た
。
然
る
に
女
学
校

設
立
よ
り
僅
か
．十
五
■
六
年
し
た
経
た
な
い
０
一に
欧
州
大
戦
の
影

響
を
受
け
、
本
会
よ
り
の
校
費
の
仕
送
り
杜
絶
え
た
結
果
、
閉
校

の
や
む
を
得
ざ
る
に
到
っ
た
こ
と
は
か
え
．す
が
た

，
●
．残
念‐
な
こ‐‐

と
で
あ
る
。

「
京
都
正
教
女
学
校
」
に
つ
い
て
は
当
時
の
卒
業
生
ナ
デ
ジ
ュ
グ

沢
部
つ
た
姉
か
ら
学
校
生
活
の
追
想
記
な
ど
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い

た
の
で
京
都
教
会
百
年
史
中
で
も
最
大
の
思
い
出
で
あ
り
、
次
の

百
年
へ
の
第
一
渉
に
属
現
希
望
‐の夢
と
し
て
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。不

都
・正

教

女

学

校

―

一
一一一一

一
．　

一一

・

・
・
●

・一一・

・

一・一一
， ‐‐，

一
一
一一

一一
一
・

一　

　

　

　

　

・
　

　

　

・

１
１
■
　
・

一
サ
ザ
フ
一
ィ
・・
沢
　
一部

「
っ
　
た

京
都
正
教
会
の
日‐‐
誌
に
依
る
と
京
都
府
か
ら
女
学
校
設
立
認
可

は
、
明
治
三
十
五
年
三
月
三
日
ど
あ
る
。
こ
の
学
校
は
日
本

ハ
リ

ス
ト
不
正
教
会
に
奉
事
す
る
司
祭
、
輔
祭
、
伝
教
師
等
物
質
的
に

報
い
け
れ
る
こ
と
の
少
い
教
役
者
の
子
女
の
教
育
機
関
と
し
て
、

ニ
コ
ラ
イ
主
教
の
御
配
慮
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
女
子
の

（
五

ケ
年
制
σ
Ｙ
学
校
‘
あ
る
。．　

．　
　
．
　

．

●
一
■
信‐
．仰
‐

２
教
育

一
聖
書‐
、
日
約
一聖
書
■
教
理
教
会
史
等

二
■
学

．業

バ
■
股
言
等‐
女
学
校
の―
学
科
日
　
外
国
語
は

ロ
シ

．
．
、　
■
―
ヤ
語
‐
、
其
他
茶
の
湯
、
編
物
等
）

三
―
信
者
の
子
女
ど
し
て
め
日
常
生
活
の
指
導

当
初
募
集
の
時
は
通
学
生
も
少
し
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
其
後

は
全
部
寄
宿
生
の
み
と
な
っ
た
。

教
役
者
以
外
の
信
者
の
子
女
も．
少
数
在
学
を
許
さ
れ
た
。
其
場
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合
費
用
は
父
兄
負
担
で
あ

っ
た
。

若
い
先
生
方
、
炊
事
婦
二
人
も
全
部
信
者
て
起
居
を
共
に
し
た
。

一．　
　
教
師
の
方
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
．　
　
　
．

三
井
神
父
様
　
御
転
任
後
は
　
目
時
神
父
様

加
納
輔
祭
様
　
御
転
任
後
は
　
士
口
村
伝
教
者
　
　
　
　
　
．

福
音
書
の
御
講
義
、
教
理
、
旧
約
聖
書
、
教
会
史
、
ロ
ツ
ャ

語
等
を
担
当
し
て
下
さ

っ
た

安
彦
先
生
　
合
監

・

聖
歌
、
国
語
、
漢
文
、

一
般
の
コ
ー
ラ
ス
、
器
楽
指
導

（
オ

ル
ガ
こ

其
他
舎
監
と
し
て
日
常
生
活
の
指
導

其
他
の
若
先
生
　
八
木
先
生
御
退
職
後

平
山
先
生

（
旧
矢
部
）
蓮
池
先
生
、
三
田
村
先
生
、
馬
場
先

生
、
日
比
先
生
一

．
―
国
語
、
算
数
、
体
操
■
音
楽
、
裁
縫
、
ロ
シ
ャ
語
等
担
任

せ
ら
れ
た
。
何
れ
も
信
仰
篤
い
先
生
方
で
、
安
彦
先
生
に

協
力
せ
ら
れ
生
徒
の
生
活
指
導
を
を
ら
れ
た
。
全
部
寄
宿

一舎
で
生
徒

．と
共
に
起
居
せ
ヶ
れ
た
。
現
在
東
京
７

・‐
平
油
先

・■
一
御
健
在
八
九
十
四
才
Ｙ
他
０
先
生
力
一
各
■
往
永
墨
・

特
¨
．【

られ‐‐‐¨
通
勤
の
発
生
　
一一．　
■
一●
一一

．
一
一一
・
一

幾
何
、
代
数
、
地
理
、
歴
史
、
絵
画
、
習
字
、
物
理
、
化

学
、
等
皆
大
学
院
の
方
や
教
授
、
師
範
学
校
の
教
諭
、
美
術

・
学
校
の
教
授
等
。
殊
に
物
理
、
化
学
等
の
原
先
生
は
、
博
士

号
三
つ
も
持
た
れ
た
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
で
あ

っ
た
。

現
在
同
窓
生
の
小
川
田
鶴
師

（
眼
科
医
）
の
恩
師
で
あ
る
。

其
他
、
作
法

・
茶
の
湯
の
先
生
と
し
て
村
上
源
蔵
先
生

（京

都
教
会
の
村
上
兄
の
祖
父
様
）
等
・

安
彦
先
生
は
私
達
に
外
部
か
ら
御
来
校
下
さ
る
先
生
方
は
皆
立

派
な
博
学
の
方
で
あ
る
。
そ
の
先
生
方
に
教
え
て
頂
く
の
は
幸
せ

で
あ
る
。
と
申
さ
れ
た
。

生
徒
の
人
数
も
少
い
の
で
よ
く
行
届
い
て
い
た
こ
と
と
思
う
。

蓮
池
先
生
は
、
ロ
シ
ャ
語
、
体
操
其
他

そ
の
体
操
の
時
間
に
、
徒
手
体
操
、
又
ダ
ン
ス
等
習

っ
て
い
た
。

カ
ド
リ
ー
ル
等
、
練
習
し
て
い
る
と
そ
の
頃
、
東
隣
に
商
業
学
校

が
あ
っ
た
。
そ
こ
の
生
徒
が
塀
に
登
っ
て
、
坊
主
頭
を
並
べ
て
、

の
ぞ
い
て
い
る
。
蓮
池
先
生
は
プ
リ
プ
リ
し
て

「
又
の
ぞ
い
て
い

る
わ
、
い
や
一に
な
っ
ち
や
う
。
」

「
ヽ
う
や
め
ま
し
よ
う
」
と
切

上
げ
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
私
達
は
、
お
と
な
し
か
っ
た
。

■
―

■
偉

較
ｂ
・疇
驚
塔
・
　

・●
・　

　

・
・
・

ｒ
寄‐宿
各
０
春
に
■
大
変
美
レ
●
、
中‐‐‐庭，に
桜
σ
木
と
、
か
な
り―‐

力
き
な
ど
恋
０
た
が
一み
●
一
‥ヽ―‐一町
け
に
咲‥
い
だ
，
た
学
レ
た
時
に

驚
．い
な
ほ
ど
、
ま
れ
卜
で‐
み
つ
だ
の―
を
覚
え
て
い
る
。
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ギ

聖
堂
の
北
側
に
運
動
場
が
あ

っ
て
、
板
塀
の
中
に
寄
宿
舎
Ｆ
教

室
、
食
堂
、
湯
殿
、
其
他
、
先
生
方
の
お
部
屋
等
。
今
も
聖
堂
の

間
の
左
側
に
そ
の
頃
の
教
室
の
建
物
が
残

っ
て
い
て
、
な
つ
か
し

い
。
今
は
他
人
の
住
宅
で
あ
る
。

寄
宿
合
の

一
日

・
．
こ
れ
は
明
治
末
か
ら
大
正
の
始
め
頃

朝
六
時
起
床
　
寝
具
の
片
付
、
洗
面
、
整
髪
、
掃
除

・七
時
一
卜
　
広
間
に
一集

っ
て
御
祈
薦
ヽ
そ
の
日
の
当
番
は
一前
に

出
て
、
代
表
で
祈
藤
本
を
読
む
。
祈
濃
後
■
お
は
■
ケ
ご

・ざ
い
ま
す
Ｌ
Ｏ
挨
拶
●
そ
み

時
・は
ヽ
き
，っ
ぢ

り
坐
じ
で
■

・
　

手
を
つ
い
て

正
し
い
か
辞ヽ
一儀
を
す
る
′
ご
・の
躾
は
巌
格
で

あ
一る
　
　
・・　
　
　
・
．一　
■
■
一
●
一
―
一
　
●
■
■
　
●

続
い
て
ｒ
ｌ

食
堂
に
行
き

一
同
食
事
―
二
人
の
炊
事
婦
を
助
け

て
、
食
堂
当
番
は
二

人
，
お
・運
び
や

，
お
給
仕
等
●
書
一が

食
事
が
す
ん
で
か
ら
炊
事
婦
さ
ん
と

一
緒
に
食
事
を
す
る
。

こ
の
当
番
は

一
週
間
交
替
で
あ
る
。
　
　
　
一　
・
一　
一●

八
時
　
―
　
授
業
始
ま
る
。　
　
　
一．
　

　

一・
　

一
●
一
一

一　
・
●
午
前
中
の
授
業
は
、
神
父
さ
ん
や
輔
祭
・さ
ん
他
ヽ
内
部
の

先
生
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　

　

・

○
時
　
―

　
昼
食

午
後

一
時
　
午
後
は
大
体
、
外
部
か
ら
御
来
校
の
先
生
の
授
業

で
あ
る
。
三
時
に
終
る
。

三
時
　
・―
　
五
時
ま
で
　
入
浴
週
二
回

洗
濯
、
衣
服
の
繕
い
、
其
他
。

入
浴
の
時
は
。
井
戸
水
を

一
人
宛
釣
瓶
に
二
十
杯
汲
上
げ

て
木
製
の
タ
ン
ク
に
入
れ
る
●
そ
の
頃
は
、
ま
だ
水
道
は

無
か
っ
た
。
　

　

　

■

一　

　

一
一
・

洗
濯
は
週
二
回
、
定
め
ら
れ
た
日
に
す
る
。
勿
論
洗
濯
機

等
は
な
い
。
重
に
洗
濯
板
で
ゴ
シ
ゴ
シ
の
洗
燿
で
あ
る
。

・
●
上
級
生
に
教
え
ら
れ
て
、
．新
入
の
十
二
才
も
同
様
で
あ
る
。

午
後
五
時
ｉ
夕
食
っ
食
事
の
献
立
は
、
先
生
方
グ
ル
ー
プ
と
各

■

・
夕

，
政
一毎
・に
ヽ
一
週
間
分
相
談
し
て
表
に
し
て
先
生
に
出

一
１
●
し
一て

，い
た
Ｆ
・
●
　

・　
　
一

・
五
一時
．半
■
十
六
時
―
自
由
時
間
　
運
動
、
散
歩
等

（外
出
は
出

■
●
●
・来
な
い
）
・
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

六
時
一
■
一
九
時
　
自
習
　
各
室
正
し
く
机
を
並
べ
て
、
声
を

″
●

●
出
．さ
ず
に
静
粛
に
予
習
、
復
習
を
す
る
。

九
時
■
■
　
机
を
片
付
け
て
、
寝
床
の
用
意
。

広
間
に
集

っ
て
、
夕
の
祈
濤
。

「
お
や
す
み
な
さ
い
ま
せ
」

の
挨
拶
０

九
時
半

‐―
消
燈
。
試
験
と
謂
ど
も
、
消
燈
で
あ
る
。

こ
の
時
代
は
、
今
か
ら
六
十
年
余
以
前
で
あ
る
。
今
か
ら
思
え

ば
随
分
ス
パ
ル
タ
式
で
あ
っ
た
。
過
保
護
の
現
代
か
ら
顧
み
れ
ば
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厳
し
い
躾
で
あ
っ
た
。
私
の
両
親
は
こ
れ
を
喜
ん
だ
。

教

会

の

行

事

に

参

加

毎
土
曜
日
の
夕
、
日
曜
日
の
朝
、
其
他
教
会
の
祭
日
、
斎
及
受

難
週
間
等
の
御
祈
蔵
に
は
、
先
生
、
生
徒
、
全
員
参
拝
す
る
。

御
祈
薦
の
始
ま
る
時
、
門
番
の
加
美
長
さ
ん
が
七
ッ
の
鐘
の
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
美
し
く
鳴
ら
さ
れ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
音
を
誇
に
思

っ
て
い
た
。

鐘
と
共
に
、
生
徒

一
同
聖
堂
に
行
く
、
堂
内
の
右
側
が
聖
歌
隊

の
並
ぶ
と
こ
ろ
で
、
各
パ
ー
ト
の
場
所
に
着
く
。

一
年
生
又
は
二
年
生
が
順
に
、
堂
役
を
務
め
る
。
誦
経
は
、
上

級
生
が
、
こ
れ
も
順
に
務
め
る
。
聖
体
礼
儀
も
厳
か
に
、
聖
歌
も

う
ま
く
歌
え
た
時
等
先
生
の
御
機
嫌
も
良
い
し
、
我

々
も
、
す
が

す
か
し
く
、
敬
虔
な
気
持
に
な

っ
て
祈
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
御

祈
鷹
も
終
り
、
又
始
め
の
よ
う
に
鐘
が
鳴

っ
て
、
我
々
も
信
者
の

方
々
も
喜
び
に
包
ま
れ
て
聖
堂
を
辞
す
。
当
時
同
志
社
の
学
生
等

大
勢
参
拝
さ
れ
て
、
時
の
吉
村
伝
教
者
さ
ん
と
討
論
等
し
て
か
ら

れ
て
賑
や
か
で
、
若
さ
が
い
っ
ば
い
で
あ

っ
た
ｏ

日

曜

日

の

午

後

日
曜
日
の
午
後
は
楽
し
い
半
日
で
あ
る
。

先
ず
、　
一
週

一
度
の
か
や
つ
を
買
う
。　
一
人
宛
金
二
銭
也
。
当
番

は
各
自
に
希
望
を
聞
い
て
、
そ
の
希
望
は
大
体
お
手

で
あ

っ
た
。

お
せ
ん
べ
い
も
、
あ

っ
た
。
二
人
で
当
番
が
買
い
に
行

っ
て
そ
れ

を
分
け
て
、
の
ん
び
り
と
、
頂
き
な
が
ら
、
ベ
チ
ヤ
ベ
チ
ヤ
と
。

そ
れ
か
ら
、
散
歩
の
外
出
で
あ
る
。
外
出
は
、
ク
ラ
ス
毎
に
、
行

き
先
を
先
生
に
申
出
て
許
可
し
て
も
ら

っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

お
金
は
誰
も
持
た
な
い
、
あ
ま
り
遠
出
は
出
来
な
い
。
始
め
の
う

ち
は
、
御
所

へ
よ
く
散
歩
に
出
た
が
、
だ
ん
だ
ん
遠
方

へ
行
き
た

く
な
る
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
南
禅
寺
の
イ
ン
タ
ラ
イ
ン
の
レ

ン
ガ
の
下

（
一
寸

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
と
こ
ろ
）
又
は
下
鴨
の
絶
の

森
の
鬱
蒼
と
し
た
流
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
頃
は
、
ゴ
ミ
も
な

く
、
豊
に
水
が
流
れ
て
い
た
。
私
た
ち
は
好
ん
で
此
処

へ
来
た
。

そ
の
美
し
さ
は
ゝ
も
う
な
く
な

っ
た
。

帰
り
は
電
車
賃
を
持

っ
て
い
な
い
か
ら
遠
方

へ
は
行
か
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ

っ
た
。

或
る
時
ク
ラ
ス
四
人
で
ィ
ン
タ
ラ
イ
ン
に
行

っ
て
逢
坂
山
を
越
え

る
と
大
津
に
行
け
る
と
教
わ

っ
た
の
で
、
次
の
日
曜
日
、
早
速
行

っ
て
見
た
く
て
、
行
先
を
云
え
ば
止
め
ら
れ
る
の
で
、

一
寸
そ
こ

ら

へ
散
歩
し
て
く
る
よ
う
な
、
顔
を
し
て
出
か
け
た
。
案
外
遠
く

て
、
大
津
に
た
ど
り
つ
い
た
時
は
生
憎
雨
が
降
り
出
し
、
電
車
に

乗
る
に
も
、
お
金
は
持
た
な
い
し
、
途
方
に
く
れ
て
、
旅
館
の
軒

先
き
で
雨
宿
り
し
て
い
る
と
、
そ
こ
の
女
中
さ
ん
が
、
番
傘
二
本

出
し
て
く
れ
て
、
こ
れ
を
、
さ
し
て
お
帰
り
と
云
っ
て
く
れ
た
。
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で
も
、
私
達
は
遠
方
で
、
直
ぐ
返
し
に
来
ら
れ
な
い
か
ら
と
遠
慮

し
た
ら
、
何
時
で
も
よ
い
か
ら
と
の
事
で
、
そ
れ
を
借
り
て
、
二

人
宛
寄
り
添

っ
て
、
ト
ボ
ト
ボ
と
京
の
町
ま
で
帰
り
漸
く
聖
堂
の

間
に
た
ど
り
着
い
た
ら
、
帰
り
の
遅
い
の
を
案
し
て
、
三
田
村
先

生
、
馬
場
先
生
が
立

っ
て
居
ら
れ
、
す

っ
か
り
恐
縮
、
安
彦
先
生

に
謝
り
に
行
く
や
ら
、
お
小
言
頂
戴
す
る
や
ら
、
と
ん
だ
失
敗

で

次
の
日
曜
日
、
其
親
切
な
旅
館
に
傘
を
返
し
が
て
ら
、
先
生
達
生

徒
皆
で
、
三
井
寺

へ
遠
足
し
た
時
、
私
は
風
邪
を
ひ
い
て
留
守
番

で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
こ
の
稿
、
小
川
田
鶴
姉
寄
稿
よ
り
）

春
叉
は
秋

、
遠
足
が
あ

っ
て
、
先
生
、
生
徒

〓
同
、
往
復
徒
歩

で
比
叡
山

へ
、
行
き
は
自
川
口
か
ら
、
帰
り
は
キ
ラ
ラ
坂
の
急
坂

か
ら
下
山
。
そ
の
時
は
目
時
神
父
様
も
行
か
れ
た
。

又
、
八
瀬
、
大
原
な
ど
、
乗
物

一
切
使
わ
な
い
で
往
復
、
歩

い

て
、
あ
の
秋
の
空

、
み
の
り
の
畔
道
に
彼
岸
花
を
愛
で
、
大
原
御

幸
の
悲
劇
の
寂
光
院
等
、
忘
れ
ら
れ
な
い
。
翌
朝
は
、
脚
が
痛
ん

で
困

っ
た
こ
と
等
あ

っ
た
。

卒
業
前
の
秋
に
、
矢
部
先
生
引
率
で
吉
野

へ
行

っ
た
、
こ
れ
も

秋
だ

っ
た
。
宿
坊

で
宿
泊
し
た
そ
の
夜
の
、
名
月
の
美
し
さ
、
思

い
出
は
尽
き
な
い
。

降
誕
祭
や
復
活
祭
の
祈
藤
後
は
、
露
国
義
勇
艦
隊
支
店
長
の
フ

ェ
オ
ド
ロ
フ
さ
ん
か
ら

ロ
シ
ヤ
の
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

っ

て
、
皆
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
神
父
さ
ん
の
お
宅

へ
、
お
招
き
頂

い
た
り

、
数

々
の
思

い
出
が
あ
る
。

学
年

の
終
り
に
は
、
お
別
れ
を
悲
し
ん

で
泣

い
て
卒
業

の
歌
も

と
ぎ
れ
た
り
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。

．
■

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
一一
）
，

現
・
中ず
》
」

運

動

場

↑
こ

こ

直雛女学校

教生艶室及

寄

宿

舎

裏 問  
集 会 所 巨証亘≡∃

 裏門

套
聖
生
神
女
福
音
聖
堂

柳 馬 場 通

昔の教会境内 (河本久代姉のお優 りから )
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